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「
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
に
相
応
し
い
街
」

増

山

雄

三

先

日

、

厚

さ

も

過

ぎ

涼

し

く

な

っ

た

の

で

、

宝

塚

の

宝

梅

に

住

む

、

女

房

の

姉

の

家

を

訪

ね

る

た

め

、

久

し

ぶ

り

に

阪

急

今

津

線

に

乗

っ

て

、

逆

瀬

川

駅

を

降

り

、

散

歩

が

て

ら

に

歩

い

て

い

く

事

に

し

た

。

そ

し

て

、

そ

こ

を

流

れ

る

武

庫

川

の

右

岸

を

南

下

す

る

と

、

赤

松

交

差

点

が

あ

り

、

そ

こ

か

ら

西

方

を

眺

め

る

と

、

六

甲

山

系

の

緑

の

中

に

、

小

林

聖

心

女

学

院

の

尖

塔

が

小

さ

く

見

え

、

そ

の

麓

に

あ

る

小

林

（

お

ば

や

し

）

駅

近

く

ま

で

、

ス

ナ

ッ

ク

や

居

酒

屋

が

並

ぶ

、

真

直

な

道

が

続

い

て

い

る

。

こ

の

小

林

聖

心

女

学

院

は

、

カ

ト

リ

ッ

ク

系

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

ス

ク

ー

ル

で

、

小

中

高

一

貫

教

育

を

行

な

う

お

嬢

さ

ん

学

校

で

、

出

身

者

に

は

、

俳

人

の

稲

畑

汀

子

や

作

家

の

須

賀

敦

子

ら

が

い

る

が

、

あ

の

遠

藤

周

作

が

仁

川

に

い

た

頃

、

夕

方

聴

こ

え

る

聖

心

の

ア

ン

ジ

ェ

ラ

ス

の

鐘

に

、

心

慰

め

ら

れ

た

と

い

う

。
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作

家

の

有

川

浩

の

「

阪

急

電

車

」

は

、

今

津

線

の

駅

ご

と

の

挿

話

を

記

し

た

小

説

だ

が

、

中

で

の

一

番

の

見

せ

場

は

恋

人

を

寝

取

っ

た

女

の

披

露

宴

に

、

純

白

の

ド

レ

ス

を

着

て

、

討

ち

入

り

を

果

し

た

ヒ

ロ

イ

ン

が

、

車

内

で

出

会

っ

た

老

婦

人

に

、

小

林

で

降

り

て

休

ん

で

い

く

と

い

い

わ

と

教

え

ら

れ

、

駅

近

く

の

ス

ー

パ

ー

で

着

替

え

た

後

、

町

の

中

の

ツ

バ

メ

の

巣

の

多

さ

に

、

癒

さ

れ

る

と

い

う

場

面

だ

。

そ

れ

を

読

ん

だ

私

は

、

渡

っ

て

く

る

ツ

バ

メ

に

と

っ

て

、

こ

の

町

は

安

心

し

て

巣

を

か

け

、

子

育

て

に

で

き

る

町

で

あ

り

、

も

う

残

り

少

な

い

人

生

な

が

ら

も

、

い

つ

か

こ

の

町

に

住

ん

で

も

い

い

な

、

と

い

う

考

え

が

よ

ぎ

っ

た

の

は

、

自

分

で

も

意

外

だ

っ

た

。

こ

の

小

説

か

ら

は

、

い

ま

観

光

面

で

は

無

視

さ

れ

て

い

る

、

小

林

に

対

す

る

作

者

の

愛

情

を

読

み

取

る

事

が

出

来

る

が

、

孤

独

を

抱

え

た

各

世

代

の

女

性

達

が

、

行

き

ず

り

に

出

会

い

、

励

ま

し

合

い

別

れ

て

い

く

と

い

う

、

淡

い

女

性

間

の

連

隊

を

示

す

、

「

シ

ス

タ

ー

フ

ッ

ド

の

物

語

」

で

あ

る

。

一

方

、

「

歌

劇

の

街

」

と

し

て

名

高

い

、

終

点

の
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宝

塚

は

、

小

林

一

三

に

よ

る

郊

外

開

発

で

作

ら

れ

た

所

だ

が

、

近

世

以

前

の

市

域

は

、

武

庫

川

に

よ

っ

て

左

右

に

分

れ

、

左

岸

の

中

山

寺

は

、

京

阪

地

区

か

ら

の

、

多

く

の

参

詣

客

で

賑

わ

っ

て

い

た

。

そ

れ

が

明

治

中

頃

、

ま

ず

、

右

岸

に

宝

塚

温

泉

が

創

設

さ

れ

、

関

西

の

奥

座

敷

と

し

て

興

隆

し

始

め

た

後

、

大

正

期

に

阪

急

路

線

が

開

通

し

、

左

岸

に

新

温

泉

や

ル

ナ

パ

ー

ク

創

出

さ

れ

、

プ

ー

ル

を

改

造

し

た

パ

ラ

ダ

イ

ス

劇

場

で

、

少

女

歌

劇

も

創

始

さ

れ

た

。

当

初

、

和

洋

折

衷

か

ら

出

発

し

た

歌

劇

派

、

そ

の

後

は

洋

楽

を

メ

イ

ン

に

、

「

清

く

正

し

く

美

し

く

」

の

イ

メ

ー

ジ

に

基

ず

く

、

健

全

な

大

衆

娯

楽

と

し

て

発

展

す

る

が

、

「

ベ

ル

サ

イ

ユ

の

ば

ら

」

の

オ

ス

カ

ル

の

様

に

、

父

権

的

家

族

制

度

の

、

面

従

腹

背

を

促

が

す

も

の

が

、

散

り

ば

め

ら

れ

て

い

る

。

そ

れ

で

も

、

日

本

で

は

国

内

初

の

、

同

性

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

制

度

を

受

け

た

の

は

、

元

タ

カ

ラ

ジ

ェ

ン

ヌ

の

東

小

雪

さ

ん

で

、

宝

塚

市

も

、

性

的

少

数

者

の

人

権

を

守

る

た

め

の

政

策

を

、

今

で

は

積

極

的

に

打

ち

だ

し

て

い

る

の

だ

。
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こ

う

し

た

現

実

が

、

「

タ

カ

ラ

ズ

カ

」

の

世

界

に

追

い

付

い

た

時

、

時

代

の

旗

手

に

相

応

し

い

、

「

虹

色

の

街

」

に

変

貌

し

て

い

る

だ

ろ

う

が

、

宝

塚

は

戦

時

中

、

朝

鮮

か

ら

強

制

連

行

さ

れ

た

移

住

者

が

多

か

っ

た

と

い

う

、

そ

ん

な

歴

史

も

持

っ

た

町

で

あ

る

。

令

和

四

年

十

月


